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名  称 令和元年度第 2 回鹿沼市地域公共交通活性化協議会 

日  時 令和 2 年 1 月 24 日（金）  10 時 30 分～11 時 30 分 

場  所 鹿沼市民文化センター 大会議室 

出 席 者 委員：佐藤信、清家裕之（関口）、谷英夫（佐藤）、塩田和也、等々力道也（玉生） 

原田篤（山下）、石崎岳史、篠崎博由、橋本正人（渡辺）、鈴木康子、 

羽山潔、阪田和哉、舘野裕昭、神山学、柴田誠、福田義一、 

  高橋臣一（高橋）、茂呂久雄、袖山稔久【計 19 名】 ※（ ）は代理 

事務局：鈴木武司、金子恵美子、鈴木さくら 

内容及び 

結果等 

次第に沿って進行 

１ 開会 （鈴木生活課長） 

２ あいさつ （佐藤会長） 

３ 新任委員紹介 

  新任となる委員の紹介（舘野委員） 

４ 協議  

■資料に沿って事務局より説明。質疑応答後、承認。以下、質疑・意見。 

（１）地域公共交通確保維持改善事業の事業評価について 

 ①佐藤氏（谷委員代理）質問 

「p1 事業内容の無料乗車券の実績の詳細について。」 

⇒（事務局回答） 

口粟野線では 9 月に 155 枚、10 月 156 枚、11 月 209 枚回収した。 

 ②佐藤氏（谷委員代理）質問 

「p1 目標を達成しているので、次年度はもっと高い目標設定でもよいのでは。」 

⇒（事務局回答） 

 年により増減があるため、実績を見極めながら次年度の目標は検討する。 

③阪田委員 意見   

「p6-7 目標を達成している地区としていない地区の今後の改善点は差をつけ

たほうがよい。」 

⇒（事務局回答） 

 目標を達成していない地区は、事業を優先的に行うなど差別化して実施 

する表現に修正する。 

 ④鈴木委員 意見 

  「南押原線は午前中のみの運行で帰りのバスがないという話を聞くがどうな

っているのか。」 

 ⇒（事務局回答） 

   午前中はリーバス、午後は予約バスというように使ってもらいたい。 

（２）公共交通副読本バスのこども無料券の対象拡大について 

 ①玉生氏（等々力委員代理）意見 

  「この事業についてバス運転手への周知が必要。」 
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 ②阪田委員 意見 

  「子どもだけなく大人も無料にしないと乗らないのでは。」 

 ⇒（佐藤氏（谷委員代理）回答） 

   そういった意見ももらっているので今後検討したい。 

 ③佐藤会長 意見 

  「教育の現場で組み込めるとよい」 

 

５ 報告 

■資料に沿って、事務局より説明し、その後質疑応答。以下、質疑・意見。 

（１）リーバス「まちなか線」見直しについて 

①袖山委員 意見 

 「逆回り（両回り）も考えた方がよい」 

⇒（塩田委員 回答） 

  わかりやすさを考えると片回りがよい。今後慎重に検討していく。 

 ②塩田委員 意見 

  「事業者としては、課題を解決するため、ルート短縮やわかりやすい運行  

ダイヤを検討していきたい。」 

（２）病院直行便の検討について 

①玉生氏（等々力委員代理）意見 

 「p20 鹿沼から獨協病院へタクシーで行く人はあまりおらず、利用の場合も 

介護タクシーや福祉タクシーで 1 日 1 件あるかないかの程度である。」 

（３）～（５）各種報告事項について ※質疑なし 

  

６ その他 ※質疑なし 

 

７ 閉会 

 

   以上 

 

配布資料 協議会資料、路線図、公共交通副読本 

次回予定 令和 2 年 6 月 

記 録 者 鈴木さくら 

鹿沼市審議会等の会議の公開に関する要綱第 2 条に基づく審議会等の公開状況 

（該当する審議会等以外の会議・打合せ等については記入不要） 

公開・非公開の別 公 開 ・ 非公開 （公開の場合）傍聴人数 0 人 

 


